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発刊に寄せて――大野元裕

　

私
が
筆
者
の
林
幹
雄
さ
ん
に
最
初
に
お
会
い
し
た
の
は
、
当
時
小
生
が
所
属
し
て
い
た
中
東
調
査
会
の
勉
強
会

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
毎
週
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
メ
ン
バ
ー
で
、
活
発
に
行
な
わ
れ

て
い
た
そ
の
発
言
の
端
々
に
、
ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
が
現
れ
て
い
た
。
失
礼
な
言
い
方
に

は
な
る
が
、
中
東
に
長
く
滞
在
さ
れ
た
だ
け
の
商
社
マ
ン
や
外
交
官
で
は
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
あ
と

で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
大
阪
外
語
大
学
の
ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
を
修
め
ら
れ
、
古
典
か
ら
宗
教
、
部
族
と
い
っ
た

幅
広
い
知
識
の
上
に
、
実
世
界
で
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
分
析
を
展
開
し
て
い
た
。
小
生
の
師
で
あ
り
、
中
東

研
究
、
特
に
中
東
に
向
き
合
う
姿
勢
に
は
極
め
て
厳
し
か
っ
た
故
黒
田
壽と
し

郎お

先
生
が
認
め
て
い
た
の
も
不
思
議
で

は
な
い
。

　
　
発
刊
に
寄
せ
て
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そ
の
林
さ
ん
が
、
雑
誌
「
み
る
と
す
」
に
連
載
を
始
め
た
の
が
二
〇
一
七
年
。
中
東
世
界
の
宗
教
や
民
族
を
歴

史
・
思
想
と
い
う
視
点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
現
象
を
も
解
説
す
る
形
で
わ
か
り
や
す
く
著
し
て
い
く
、
そ

の
文
章
は
不
思
議
と
読
者
を
引
き
込
む
。
こ
の
連
載
を
取
り
ま
と
め
る
形
で
今
般
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は

意
義
深
い
。
こ
れ
か
ら
中
東
研
究
を
目
指
す
研
究
者
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
も
役
立
つ
書
と
な
ろ
う
。

　

ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
は
、日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
が
浅
い
だ
け
で
は
な
い
。
西
欧
社
会
か
ら
の
情
報
が
優
先
し
、

誤
解
と
偏
見
に
満
ち
溢
れ
た
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
を
理
解
す
る
に
は
宗
教
的
・
民
族
的
な
考
察
が

不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
宗
教
一
つ
取
っ
て
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
軸
と
す
る
中
東
世
界
の
諸

宗
教
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
な
ぜ
か
過
激
で
時
代
遅
れ
の
宗
教
世
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
て

は
い
ま
い
か
。
中
東
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
民
族
的
・
歴
史
的
考
察
抜
き
に
、
社
会
の
後
進
性
が
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
す
る
。
ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
に
と
っ
て
砂
漠
は
重
要
な
社
会
的
伝
統
を
提
供
す
る
が
、
砂
漠

や
土
漠
の
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
、
歴
史
の
上
で
も
現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
続
け
て
い
る
都

市
性
や
海
洋
と
の
か
か
わ
り
は
、
一
瞥
す
ら
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
見
方
で
は
、
ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
は
到
底
か
な
わ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書

は
、
極
め
て
広
範
な
視
点
か
ら
、
現
代
の
中
東
世
界
・
社
会
を
理
解
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
知
識
を
学
際
的

に
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
立
っ
て
時
折
、
著
者
ら
し
い
解
釈
が
な
さ
れ
「
林
ワ
ー
ル
ド
」
を
構
築
し
て
い
く
。
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発刊に寄せて――大野元裕

　

こ
の
書
を
読
み
終
え
た
方
は
、
排
他
的
と
誤
解
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
寛
容
さ
を
は
じ
め
と
し
、
自
ら
の
知

識
が
断
片
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
を
知
ろ
う
と
す
る
者
は
、
一
つ
事
象
を
理

解
す
る
た
び
に
、
世
界
に
対
し
て
、
よ
り
謙
虚
で
広
範
な
視
野
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。
ま
さ
に
本

書
は
、
林
さ
ん
が
感
じ
た
こ
と
を
体
系
的
に
追
体
験
さ
せ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
「
こ
ん
な
社
会
で
あ
れ
ば
、
行

っ
て
み
た
い
」
と
思
う
読
者
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
せ
る
。

　

ア
ラ
ビ
ア
語
専
門
の
林
さ
ん
は
、
マ
シ
ュ
リ
ク
地
域
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半
島
ま
で
幅
広
い
知
識
と
経
験
を
有
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
非
ア
ラ
ブ
の
民
族
・
宗
教
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の

浅
学
と
無
知
を
恥
じ
つ
つ
、
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
書
に
接
す
る
こ
と
を
祈
念
し

た
い
。

　

林
さ
ん
と
共
に
、
一
日
も
早
く
ア
ラ
ブ
・
中
東
世
界
に
安
寧
が
訪
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
。

埼
玉
県
知
事　

㈶
中
東
調
査
会
参
与　

大
野
元も
と

裕ひ
ろ　
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中
東
を
動
か
す
帰
属
意
識
――
近
く
の
隣
人
よ
り
、
遠
く
の
血
縁
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凡
　
例

一
、
本
文
中
に
※
で
数
字
を
付
し
た
注
釈
は
、
見
開
き
頁
毎
に
左
脇
に
示
し
た
。

一
、
主
要
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
用
語
解
説
を
参
照
の
こ
と
。

一
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
『
日
亜
対
訳
・
注
解　

聖
ク
ル
ア
ー
ン
』（
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
）、
聖
書
は

　
　
『
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
』（
日
本
聖
書
協
会
）
か
ら
引
用
し
た
。

一
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
、
邦
訳
が
な
い
場
合
は
書
名
を
日
本
語
に
訳
し
た
上
で

　
　

原
書
名
を
（　

）
で
記
し
た
。

一
、
図
版
・
写
真
の
出
所
は
〔　

〕
で
示
し
た
。
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第 1 章　部族で構成された社会

　

日
本
か
ら
は
距
離
的
に
も
文
化
的
に
も
離
れ
た
中
東
に
つ
い

て
は
、
他
の
国
際
社
会
か
ら
の
情
報
に
左
右
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

経
済
的
な
結
び
つ
き
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
東
に
居

住
す
る
日
本
人
も
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
東
社
会
を
理
解

す
る
人
も
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

中
東
を
理
解
す
る
に
は
、
世
界
の
政
治
・
経
済
を
左
右
す
る

産
油
国
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
を
巡
る
事
情
に
加
え
て
、
北
ア
フ

リ
カ
の
マ
グ
レ
ブ
（
リ
ビ
ア
以
西
の
北
西
ア
フ
リ
カ
を
指
す
）
か
ら

イ
ラ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
結
ぶ
広
大
な
地
域
の
歴
史
や
民

族
を
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
人
々
に
は
、

領
域
国
家
の
枠
を
超
え
て
繋
が
る
共
通
項
が
あ
る
と
知
っ
て
お

き
た
い
。
一
つ
は
言
語
で
あ
り
、
一
つ
は
血
縁
集
団
で
あ
り
、

そ
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
を
共
通
の
聖
地
だ
と
主
張
す
る
三
大
一
神

教
（
ユ
ダ
ヤ
、
キ
リ
ス
ト
、
イ
ス
ラ
ー
ム
）
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
お
し
な
べ
て
中
東
と
さ
れ
る
「
中
東
・
北
ア
フ

リ
カ
」
の
社
会
事
情
と
、
そ
の
住
民
の
多
く
が
帰
依
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
筆
者
の
経
験
も
踏

ま
え
な
が
ら
概
説
し
て
い
き
た
い
。

　
中
東
の
民
族

　

多
様
な
民
族
で
構
成
さ
れ
る
中
東
だ
が
、
言
語
グ
ル
ー
プ
と

　

第
1
章　

部
族
で
構
成
さ
れ
た
社
会
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属
す
る
民
族
は
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

①
印
欧
語
族
――
イ
ラ
ン
系
ア
ー
リ
ア
人
で
、
代
表
す
る
民
族

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
を
母
国
語
と
す
る
人
々
と
ク
ル
ド
人

②
ア
ル
タ
イ
語
族
――
ト
ル
コ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
に
広
が

る
チ
ュ
ル
ク
人※
１

③
セ
ム
語
族
――
主
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
で
、
南
ア
ラ
ビ

ア
と
歴
史
的
に
関
係
の
深
い
エ
チ
オ
ピ
ア
人
も
含
ま
れ
る

　

こ
の
中
で
最
大
の
人
口
規
模
を
持
つ
ア
ラ
ブ
人
社
会
は
単
一

民
族
で
は
な
く
、
異
な
る
ル
ー
ツ
の
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
人
の
定
義
は
厳
密
な
意
味
で
は
難
し
い
。
ア
ラ
ブ
で
過

ご
し
て
い
る
と
、
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
あ

る
と
信
じ
て
い
る
人
々
が
ア
ラ
ブ
人
で
あ
る
と
か
、
ま
た
、
そ

れ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
と
い
う
括く

く

り
を
加
え
る
べ
き
だ

と
い
う
人
も
い
る
。

　

一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
よ
う
に
、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ア
ラ

ブ
人
も
い
る
。
誇
り
高
き
エ
ジ
プ
ト
に
行
く
と
、
ア
ラ
ビ
ア

半
島
社
会
の
遊
牧
民
は
「
ア
ラ
ブ
」、
自
分
た
ち
は
「
マ
ス
リ

ー※
２

」
だ
と
区
別
し
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主

張
す
る
人
が
大
勢
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
違
い
を
気
に
し
な
く
て
よ
い
日
本
人
に
と
っ
て

は
、
ア
ラ
ブ
人
と
は
、
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
に
居
住
し
、
ア
ラ

ビ
ア
語
を
共
通
に
母
語
と
し
て
い
る
人
々
だ
と
広
義
で
捉と

ら

え
て

お
け
ば
分
か
り
や
す
い
。
イ
ラ
ン
で
も
人
口
の
五
％
程
は
ア
ラ

ブ
人
で
あ
る
し
、
イ
ラ
ク
で
人
口
の
過
半
数
を
占
め
る
シ
ー
ア

派
の
住
人
も
ア
ラ
ブ
人
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ

系
住
民
も
ア
ラ
ブ
人
で
あ
る※
３

。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
が
台
頭
す
る
以
前
の
紀
元
前
一
世
紀
頃
、
セ

ム
系
言
語
（
ア
ラ
ビ
ア
語
を
含
む
）
が
使
用
さ
れ
て
い
た
地
域
は
、

小
ア
ジ
ア
以
南
、
つ
ま
り
現
在
の
シ
リ
ア
か
ら
、
東
南
部
を
除

く
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
北
ア
フ
リ
カ
の
地
中
海
沿
岸
、
そ
し
て
現

在
の
エ
チ
オ
ピ
ア
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
が
浸
透
す
る
と
、
ハ
ム
語
系
で
あ
る
コ
プ
ト
語

が
使
用
さ
れ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
を
筆
頭
格
と
し
て「
ア
ラ
ブ
人
」

で
な
い
地
域
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
著
さ
れ
た
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン

を
通
じ
て
、
言
語
も
広
く
浸
透
し
、
母
語
が
ア
ラ
ビ
ア
語
に
移

っ
て
い
っ
た
。
今
で
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
東
南
部
、
エ
ジ
プ
ト
、

ス
ー
ダ
ン
、
ま
た
北
ア
フ
リ
カ
と
い
う
広
い
範
囲
で
ア
ラ
ビ
ア

語
が
母
語
と
な
り
、
地
域
全
体
の
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
、
特
に
セ
ム
語
を
母
語
と
し
て
き
た
一
円
に
は
共

通
に
部
族
社
会
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
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一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ラ
ビ
ア

語
が
母
語
と
な
ら
な
か
っ
た
民
族
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
存
在

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
を
使
う
イ
ラ
ン
や
同
じ
語
族
に
属
す
る
ク
ル

ド
、
そ
し
て
、
ト
ル
コ
語
を
使
う
チ
ュ
ル
ク
系
の
民
族
で
あ
る
。

無
論
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
学
ぶ
宗
教
指
導
者
や
一
部
の
知
識
階
級

は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
習
得
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
大
半
の

人
々
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
母
語
に
翻
訳
さ
れ
た
ク
ル
ア
ー
ン

で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
。
な
お
、
ト
ル
コ
は
今
で
は
ラ
テ
ン
文

字
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
オ
ス
マ
ン
語
は
ア
ラ
ビ
ア
文

字
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
ペ
ル
シ
ア
語
も
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
記

さ
れ
て
い
る
。

　
部
族

　

部
族
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米
の
内
陸
部

で
生
活
し
て
き
た
未
開
地
の
住
民
の
よ
う
な
集
団
を
思
い
浮
か

べ
が
ち
だ
が
、
中
東
の
部
族
は
そ
う
で
は
な
い
。
基
本
は
血
縁

で
結
ば
れ
る
人
々
の
集
団
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
砂
漠
で

は
遊
牧
民
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
る
が
、
ま
さ
に
映
画
「
ア
ラ

ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
で
部
族
長
の
指
揮
の
下
、
家
畜
と
共
に
移

動
す
る
ベ
ド
ウ
ィ
ン
集
団
を
連
想
す
れ
ば
よ
い
。

　

中
東
、
特
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
は
、
人
々
の
帰
属
意
識
が
領

域
国
家
に
あ
る
こ
と
は
少
な
い
。
地
域
に
も
よ
る
が
、
多
く
の

場
合
、
住
民
の
帰
属
意
識
は
血
縁
部
族
に
あ
り
、
次
に
宗
教
グ

※
１　

チ
ュ
ル
ク
諸
語
を
母
語
と
す
る
人
々
。
中
東
の
最
大
人
口
は
ト
ル
コ
共
和
国
の
ト
ル
コ
民
族
で
あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
部
に
あ
っ
た
突と
っ

厥け
つ

可か

汗が
ん

国

も
チ
ュ
ル
ク
民
族
で
あ
る
。
チ
ュ
ル
ク
系
遊
牧
民
集
団
だ
っ
た
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
台
頭
、
ア
ナ
ト
リ
ア
に
進
出
し
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
後
に
独
立
し
た
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
も
チ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
国
家
で
、
そ
の
東
方
に
住
む

ウ
ィ
グ
ル
族
も
や
は
り
チ
ュ
ル
ク
系
で
あ
る
。

※
２　
「
ミ
ス
ル（M

iṣr

）」は
、ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
征
服
地
で
造
っ
た
軍
営
都
市
を
指
す
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、カ
イ
ロ
の
フ
ス
タ
ー

ト
が
そ
の
軍
営
都
市
に
当
た
る
。
今
は
、
ミ
ス
ル
は
エ
ジ
プ
ト
国
家
を
表
し
て
い
る
が
、
口
語
で
は
「
マ
ス
ル
」
と
発
音
さ
れ
る
。
マ
ス
リ
ー
は
「
エ
ジ

プ
ト
人
」
の
意
味
。

※
３　

ア
ラ
ブ
人
と
は
歴
史
的
に
は
も
と
も
と
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
住
み
、
後
に
中
東
地
域
に
広
く
進
出
し
た
人
々
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
り
、
民
族
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
ら
れ
た
ア
ラ
ブ
は
、
カ
リ
フ
の
指
導
の
下
に
大
規
模
な
征
服
を
行
な
い
、
大
帝
国
を
建
設
し
て
そ
の
支
配
者
集
団
と
な
っ
た
。
ア
ラ

ビ
ア
語
は
帝
国
唯
一
の
公
用
語
・
共
通
語
と
さ
れ
、
征
服
地
の
住
民
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
自
ら
の
言
語
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ブ
化
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
非
ア
ラ
ブ
の
ア
ラ
ブ
化
は
、
逆
に
、
ア
ラ
ブ
を
し
て
彼
ら
の
民
族
意
識
を
希
薄
に
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
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ル
ー
プ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
ず
、
中
東
、
特
に
ア
ラ
ブ
社

会
を
構
成
し
て
い
る
部
族
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
し

て
お
き
た
い
。

　

ア
ラ
ブ
の
部
族

　

ア
ラ
ブ
の
「
部
族
」
と
は
、
言
い
換
え
る
と
「
同
祖
意
識
を

共
通
に
す
る
血
縁
で
繋
が
る
人
々
」
の
集
団
と
言
え
る
。

　

二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
日
本
の
自
衛
隊
が
イ
ラ

ク
の
サ
マ
ー
ワ
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
現
地
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
地
元
部
族
か
ら
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
た
。
誘
拐
事
件
で
の
人
質
の
解
放
や
多
種
多
様
な
問

題
を
解
決
す
る
に
は
、
部
族
の
持
っ
て
い
る
伝つ

手て

や
、
発
言
力

を
持
つ
有
力
部
族
の
協
力
が
有
効
と
さ
れ
る
の
が
ア
ラ
ブ
社
会

で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
後
も
、
イ
ラ
ク
の
治
安
を
安
定
化
さ
せ

る
た
め
に
米
軍
は
部
族
民
の
協
力
を
求
め
、
あ
る
程
度
の
成
功

を
収
め
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
イ
ラ
ク
で
は
今

も
な
お
部
族
社
会
が
影
響
力
を
有
し
て
い
る
現
実
が
世
界
に
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
イ
ラ
ク
の
地
方

だ
け
に
見
ら
れ
る
事
態
で
は
な
く
、
中
東
の
ア
ラ
ブ
社
会
に
共

通
な
現
実
で
あ
る
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
統
治
す
る
首
長
家
「
サ
ウ
ー
ド
家
」
も

一
つ
の
部
族
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
を
構

成
す
る
ナ
ヒ
ヤ
ー
ン
家
、
ド
バ
イ
の
マ
ク
ト
ゥ
ー
ム
家
も
含
め
、

七
首
長
国
の
君
主
各
々
が
、
規
模
は
別
と
し
て
、
部
族
社
会
を

統
率
す
る
立
場
に
あ
る
首
長
家
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の
首
長
が

今
、
君
主
と
し
て
領
域
国
家
を
機
能
さ
せ
て
い
る
。
湾
岸
諸
国

で
最
も
人
口
の
少
な
い
カ
タ
ル
は
、
限
ら
れ
た
部
族
で
構
成
さ

れ
た
国
家
で
あ
る
が
、
オ
マ
ー
ン
で
は
二
〇
〇
を
超
え
る
部
族

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
地
方
に
行
け
ば
、

部
族
集
団
毎
に
形
成
さ
れ
て
い
る
集
落
が
数
多
く
点
在
す
る
社

会
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
部
族
社
会
の
統
治
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
部

族
に
よ
る
首
長
へ
の
忠
誠※
４

で
あ
ろ
う
。
そ
の
忠
誠
が
ア
ラ
ビ
ア

半
島
の
部
族
社
会
を
支
え
て
い
る
。
そ
れ
を
実
感
さ
せ
る
一
例

は
飛
び
地
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
行
政
統
治
下
に
あ

る
は
ず
の
地
域
に
オ
マ
ー
ン
が
主
権
を
有
す
る
飛
び
地
が
あ
る

（
次
頁
の
地
図
参
照
）。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
面
す
る
ム
サ
ン
ダ
ム
半

島
に
あ
る
マ
ダ
、
先
端
部
の
ハ
サ
ブ
な
ど
の
地
域
で
あ
る
。
そ

の
地
を
仕
切
っ
て
い
た
部
族
は
、
英
国
の
撤
収
に
よ
り
Ｕ
Ａ
Ｅ

が
誕
生
し
た
際
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
参
加
す
る
こ
と
な
く
、
オ
マ
ー
ン

の
ス
ル
タ
ー
ン
に
忠
誠
を
示
し
た
。

　

世
俗
化
を
う
た
う
領
域
国
家
が
中
東
に
誕
生
し
て
も
、
血
縁



サウジアラビア

クウェイト

イラク
イラン

アラブ
首長国連邦

オ
マ
ー
ン
の
飛
び
地

バーブ・エル・

ホルムズ海峡シナイ半島

マンデブ海峡

エジプト

スーダン

エチオピア

エリトリア

ジブチ ソマリア
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共和国

リビア

チャド
イエメン

カタル

バハレーン

オ
マ
ー
ン
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が
重
視
さ
れ
る
社
会
は
生
き
続
け
て
お
り
、
そ
れ
は
西
側
諸
国

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
自
由
や
民
主
化
を
阻は

ば

む
一
因
で
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
に
根
付
く
部
族
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

中
東
の
社
会
事
情
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
る
。

　

東
ア
フ
リ
カ
と
共
存
す
る
南
ア
ラ
ビ
ア

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
南
西
に
あ
る
イ
エ
メ
ン
は
「
ア
ラ
ブ
の
源

流
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
実
際
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
さ
ら
に
は

イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
な
ど
の
ア
ラ
ブ
社
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
ル

ー
ツ
は
イ
エ
メ
ン
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
人
が
多
い
。
一
方

そ
の
イ
エ
メ
ン
は
、
か
つ
て
鎖
国
状
態
が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
も
な
お
近
代
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
昔
か
ら
続
く
伝
統

的
ア
ラ
ブ
社
会
を
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
イ
エ
メ
ン

社
会
か
ら
学
び
得
ら
れ
る
知
識
や
経
験
は
、
中
東
、
特
に
ア
ラ

ビ
ア
半
島
社
会
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
非
常
に
有
用

な
知
見
と
な
る
。

　

人
類
の
移
動
に
つ
い
て
、
今
で
は
、
ア
フ
リ
カ
に
い
た
人
類

が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
移
動
し
た
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て

※
４　
「
忠
誠
の
誓
い
」
と
訳
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
「
バ
イ
ア　
　

」、
臣
従
の
誓
い
や
そ
の
儀
式
の
こ
と
。
あ
る
人
の
権
威
を
認
め
、
服
従
の
意
向
を
表
す

契
約
行
為
と
見
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
バ
イ
ア
」
と
い
う
単
語
は
、
売
買
す
る
「bā‘a　

   

」
と
い
う
語
根
か
ら
の
派
生
語
で
あ
る
。

 ‎بيَْعةَ

 بيَْعََ

َة بَيْع اب  
عََ

 
َة بَيْع اب  
عََ
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い
る
。
移
動
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
ナ
イ
ル
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、

下
流
の
エ
ジ
プ
ト
の
デ
ル
タ
地
帯
か
ら
シ
ナ
イ
半
島
を
経
由
し

て
移
動
し
た
と
す
る
北
ル
ー
ト
、
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東

端
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ブ
チ
や
エ
チ
オ
ピ
ア
の
一
部
で
構
成
さ
れ
て

い
る
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
を
経
て
現
在
の
イ
エ
メ
ン
に
渡
っ
た

と
す
る
南
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
か
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
で
は
、
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
（
戦
略
的
に
重
要
な
海
上
水
路
）

と
し
て
地
政
学
的
に
重
視
さ
れ
て
い
る
バ
ー
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン

デ
ブ
海
峡
が
ア
フ
リ
カ
と
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
分
け
て
い
る
が
、

遠
い
昔
に
、
ア
フ
リ
カ
の
角
と
ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
陸
繋
が
り
だ

っ
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
今
で
も
セ
ム
系
言
語
の
ア
ム
ハ
ラ
語

が
公
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
ア
フ
リ
カ
の

角
を
挟
む
両
岸
は
言
語
を
共
通
と
す
る
同
じ
文
化
圏
で
あ
り
、

海
峡
を
挟
ん
で
経
済
的
に
共
存
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

二
千
年
の
時
を
遡

さ
か
の
ぼる

と
、
東
ア
フ
リ
カ
で
ハ
バ
シ
ュ
と
称
さ

れ
た
人
々
が
、
イ
エ
メ
ン
に
進
出
し
て
い
た
歴
史
も
あ
る※
５

。

　
古
来
よ
り
続
く
共
存
社
会

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
居
着
い
た
人
々
は
農
耕
社
会
を
形
成
し
た
。

そ
れ
は
、
今
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
南
西
部
、
イ
エ
メ
ン
そ
し

て
オ
マ
ー
ン
西
部
の
ド
フ
ァ
ー
ル
地
方
一
帯
の
雨
量
が
豊
富
な

地
域
で
あ
る
。
降
雨
と
地
下
水
か
ら
緑
に
恵
ま
れ
た
山
岳
地
帯

に
は
「
ニ
ム
ル
（
豹ヒ

ョ
ウ）」

も
生
息
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
今

で
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
保
護
運
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、

ニ
ム
ル
山
な
ど
豹
に
由
来
す
る
地
名
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
ド
フ
ァ
ー
ル
地
方
以
東
に
な
る
と
海
岸
線
ま
で
が
砂

に
覆
わ
れ
る
地
勢
と
な
り
、
農
耕
に
は
恵
ま
れ
な
い
。
そ
の
た

め
か
、
半
島
の
東
南
部
オ
マ
ー
ン
湾
に
面
す
る
地
域
で
は
、
古

代
、
イ
ン
ド
や
ペ
ル
シ
ア
の
ア
ー
リ
ア
系
民
族
が
進
出
し
た
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
や
ソ
マ
リ
ア
か
ら
移
住
し
た
住
民
も
多
く
、
対

岸
の
ア
フ
リ
カ
の
角
と
の
海
上
交
易
は
盛
ん
で
あ
る
。
今
も
、

モ
カ
港
（
イ
エ
メ
ン
）
に
行
け
ば
、
海
峡
を
往
来
す
る
小
型
貨

物
船
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ー
ヒ
ー
で
知
ら
れ
る
モ
カ
も
、

東
ア
フ
リ
カ
産
の
豆
を
集
荷
し
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
交
易
港
の

名
前
に
由
来
す
る
。

　

イ
エ
メ
ン
の
部
族
社
会
で
は
食
後
に
カ
ー
ツ
を
楽
し
む
慣
習

が
あ
る
。
軽
い
覚
醒
作
用
の
あ
る
強
い
茶
葉
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
食
後
の
お
茶
の
前
に
噛
む
。
気
持
ち
が
良
く

な
る
ら
し
い
が
、
茶
葉
が
口
に
残
る
感
覚
は
な
か
な
か
日
本
人

に
は
馴
染
め
な
い
。
そ
の
カ
ー
ツ
に
は
新
鮮
さ
が
求
め
ら
れ
る

が
、
一
部
は
対
岸
の
エ
チ
オ
ピ
ア
産
で
あ
る
。
日
常
的
に
消
費
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さ
れ
る
カ
ー
ツ
が
海
上
交
易
で
運
ば
れ
る
ほ
ど
経
済
関
係
は
緊

密
で
あ
る
。

　

ソ
マ
リ
ア
が
内
戦
で
荒
れ
た
二
〇
〇
五
年
頃
、
戦
闘
を
逃
れ

た
大
勢
の
難
民
が
海
路
で
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
渡
り
、
陸
路
で
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
オ
マ
ー
ン
に
流
入
す
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。

不
法
な
難
民
の
密
入
国
を
阻
止
し
た
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
オ

マ
ー
ン
が
国
境
管
理
を
強
化
し
、
主
要
道
路
で
検
問
を
強
化
、

さ
ら
に
不
法
滞
在
者
の
検
挙
を
徹
底
し
始
め
た
の
は
、
こ
の
時

の
東
ア
フ
リ
カ
難
民
の
流
入
に
起
因
す
る
。
検
問
所
に
は
護
送

車
両
も
待
機
し
、
滞
在
許
可
を
提
示
で
き
な
い
人
々
は
護
送
車

に
放
り
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
メ
ン
を
経
由
す
る
密
入
国

者
を
完
全
に
捕ほ

捉そ
く

す
る
こ
と
は
、
森
林
か
砂
漠
か
と
い
う
国
境

の
自
然
環
境
で
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
と
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
は
古

来
よ
り
続
い
て
い
る
共
存
社
会
な
の
で
あ
る
。

※
５　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
一
九
四
〇
年
代
ま
で
エ
チ
オ
ピ
ア
を
「
ア
ビ
シ
ニ
ア
」
と
呼
ん
で
き
た
。
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
語
源
は
、ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
ハ
バ
シ
ュ
」

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、ア
ラ
ブ
人
は
現
在
の
ス
ー
ダ
ン
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
に
至
る
広
い
範
囲
に
住
ん
で
い
る
ア
フ
リ
カ
人
を
、ス
ー
ダ
ン
（
黒

い
土
地
の
人
）
と
呼
ん
だ
の
に
対
し
、
紅
海
の
両
岸
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
側
と
ア
ラ
ビ
ア
半
島
側
に
居
住
し
た
人
々
の
こ
と
を
「
ハ
バ
シ
ュ
」
と
呼
ん
で
い
た
。

二
世
紀
の
末
に
な
っ
て
南
ア
ラ
ビ
ア
の
碑
文
に
、
海
を
越
え
て
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
侵
入
を
図
る
エ
チ
オ
ピ
ア
人
に
関
す
る
記
事
が
現
れ
、
次
の
世
紀
に
な

る
と
南
ア
ラ
ビ
ア
の
諸
王
国
と
エ
チ
オ
ピ
ア
北
部
の
ア
ク
ス
ム
王
国
と
の
戦
い
や
交
渉
の
記
事
が
増
加
す
る
。

イエメンのカーツ畑


